
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事 

1 日 週休日   17 火 卒業式総練習 

2 月   18 水 短縮５・６時間 前日準備 

3 火 ６送会 19 木 第120回卒業式 定時退勤日 

4 水  20 金 祝日（春分の日） 

5 木 読み聞かせ 21 土 週休日 

6 金 フッ化物洗口 定時退勤日 22 日 週休日 

7 土 週休日   23 月 5時間授業 

8 日 週休日   24 火 終了式・離任式 

9 月 朝会  25 水 学年末休業（～31日） 

10 火   26 木   

11 水 短縮５時間 職員会議 27 金 PTA送別会 

12 木 卒業式全体練習① 清掃強化週間（～18日） 28 土 週休日 

13 金 なわとび記録会 フッ化物洗口 29 日 週休日 

14 土 週休日   30 月   

15 日 週休日   31 火 PTA見送り式10:00 

16 月 朝会 卒業式全体練習②       

釧路町立知方学小学校 学校便り 令和８年２月 2６日 No.１２ 

校 長 長谷川 郁夫  
 

【行事予定】 
 

《学校教育目標》 
〇よく考え進んで学ぶ子 
〇明るく助け合う子 
〇広く見つめがんばりぬく子 
〇じょうぶで元気な子 

３月  3日（火）５校時目（13:30～14:15）：６年生を送る会    ３月24日（火）１校時目（8:30～9:15）：修了式・離任式 

３月１９日（水）10:00～：第120回卒業証書授与式        ３月２5日（火）～４月7日（月）：春休み 

１２月に実施した標準学力検査の結果について、先日個人票を配布しました。現時点までに学習した内容がどの

程度身についているのかということや、教科の特性や内容に関する得手・不得手ということも見えてきました。学

年にかかわらず、漢字の読み書きや計算力、問題の意味をつかむ、等の基礎的な力を高める必要があると感じます。

個人票には、その子自身の傾向がよりはっきりと表れています。現時点での自分の力を把握して、今後の学習にお

いてどんな目標を定めていくか、それに向けてどんなことに取り組んでいくのか、自ら考えていけるよう適切な指

導を進めていこうと考えています。 

 今年度の新体力テストについては、全体的な傾向として握力、上体起こし、長座体前屈や反復横跳びが良好な結

果でした。一方で、５０m 走やシャトルランが低い結果でした。体力テストでは、筋力・持久力・敏捷性・柔軟性

等、様々な側面から体力を計測するので、バランスのよい成長となっているか、という目安になります。運動習慣

だけでなく、食事や生活習慣も重要な要素となってきます。 

また、学校評価から見えた傾向の中では、基本的な生活習慣の意識が高い一方で、家庭学習の取組がやや低い結

果となりました。授業では ICTの活用が進んでいるところですが、メリットとデメリットを見極めて適切に扱って

いく必要があります。特に、SNSを始めとするインターネットメディアの発展は、情報や娯楽の面で多くの人々へ

恩恵をもたらす一方で、過度な依存による心身への影響も無視できないものになっています。成長期にある子供に

は、今後どんな影響をもたらすのか気になるところです。 

これらの調査結果をもとにして、次年度の取り組みとして具体的な手立てを考えているところです。ご家庭にお

かれましてはこれまで同様に、バランスの取れた食事、十分な睡眠、規則正しい生活リズムを継続できるようご配

慮をお願いします。これらは、子供たちの学習に向かう集中力や１日の活動をやりきる体力、そして困難を乗り越

える気力を支えるものです。学校と家庭がそれぞれの役割を果たし、子供たちのバランスのとれた成長に向かって

いけるよう、よろしくお願いいたします。 

バランスのとれた成長を目指して 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第１２０回卒業証書授与式のお知らせ・・  

令和７年度 第１２０回卒業証書授与式を下記の要領で執り行

います。今年度は１名の卒業生が知方学小から巣立ちます。  

◇日時 ３月１9日（木）午前１０時より  

◇場所 知方学小学校 体育館 （来賓控室～校長室） 

〈下校バス〉１１：３０ 

２ 月 の 教 育 活 動 

●氷上運動会（２/4） 
今年度もスケートリンクの造成では苦労したところがありました

が、当日はまずまずのリンクコンディションの中、天候にも恵まれ

無事氷上運動会を開催することができました。スケート滑走では、

練習を重ねるたびに上達する子どもたちの姿がありました。また、

豆まきイベントも行い、楽しい時間になりました。今回は子どもの

部のみの実施となり、保護者の方は観覧となりましたがたくさんの

応援を頂き、大変有り難う御座いました。今年はたくさんリンクで

の活動を行い、子どもたちはとても満足した様子でした。 

●参観日・懇談会（学習発表会）・・（２/１９）  

今年度最後の参観日（学習発表会）にご参加いただき、有り難う

御座いました。各学年、生活や総合などで学習してきたことについ

ての発表でした。３・４年生は『環境』をテーマに、植物・海の生

き物・ゴミ問題についての内容でした。このままでは、プラスチッ

クゴミが２０５０年には海の魚より多くなることや食品ロスの話

など、環境保全に向けた学びの発表でした。５年生は『健康』をテ

ーマに、食事・睡眠・運動のバランスの大切さやタバコ・酒のリス

クについての内容でした。何事も適度が重要であることの学びで

した。発表物の作り方や提示仕方など、発表会を通し新たな気づき

や一人ひとりの成長を再確認することができました。 

◎いじめ根絶子ども会議（２/１6） 

今年度も「いじめ根絶子ども会議」がオンラインで開催されまし

た。知小からは児童会長の６年柴田典晟さんと副会長の５年松野未

来さん、書記の４年寺澤愛唯さんの３名が学校代表として参加しま

した。他の学校の取組の良さを知り、質問を仕合ながら交流を深め

ることができました。 

【地域ボランティア】～ご協力ありがとうございました 

今年度も下の句カルタ練習にあたり、大友さんにご協力をいた

だき、子どもたちは取れる札が増え、力をつけることができまし

た。残念ながら今回町の大会に参加する児童はいませんでしたが、

来年度は練習の成果を発揮する場にできたらいいですね。１年間

の感謝と共に、引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。 

 ★表彰朝会（２/１６） 

釧路町児童生徒書初め展の表彰を行いま

した。今回は特別賞にあたる『釧路町学校教

育振興会会長賞に４年椎野結心さん、金賞に

４年寺澤愛唯さんが入賞となっています。 

【R7 標準学力調査の結果から】 
今年度も全学年、全町一斉の「釧路町標準学力検査」が行われま

した。個人結果は配布済みですが、結果から見えてきました『学校

全体としての「成果・課題」や「改善の方法」』などをお伝えします。 

【知方学小学校の成果】 

○４年生の国語では、昨年度よりも学力向上が見られ、全国平均を

超える結果が見られた。 

○高学年（５・６年）の英語において、全国平均に近づく良い結果

が見られた。ALTとの学習の充実や小規模校の利点を生かした少

人数指導の成果と捉えることができる。 

○全体的に漢字の読み・書きにおいて良い結果が見られた。 

○経年変化のデータより、５年生の国語の学力向上が年々図られ

ていることが分かる。継続した基礎学力の向上に向けた取組の成

果である。 

 

【知方学小の課題】 

●学年により基礎学力の定着にばらつきがある。特に算数の数と計

算の領域（四則計算）に課題がある。 

●基礎的な学力が身についていない児童への個別指導の時間の確

保や指導体制の充実を図ることが課題である。 

日頃より、ご家庭での学習サポートにより、学力の向上や家庭

学習習慣の定着が図られてきています。家庭学習の時間の目安

は「学年×１０分＋１０分」となっております。再度取り組み方

や家庭学習の時間をお子様とご相談頂き、引き続き声かけや励

ましをよろしくお願いいたします。 

【改善の方法】  

◎授業においては、主体的な学びを通して「わかる」「でき

る」授業を今後も推し進め、授業の中で個々に応じた反復練習

や放課後学習等での学習機会を設けながら、全児童の基礎・基

本的な学力をつけていきます。  

◎本を読む活動の充実を図り、活字に触れる機会を多く設け、

児童の想像力や語彙を豊かにしていきます。  

◎全ての教科等を通じて、言語活動の充実を図る。話し合う場

面を適切に位置付け、児童が資料を活用したり、話の組立てを

工夫したりしながら発表・説明する活動を行い、わかりやすく

説明する力を育みます。また、児童の話し合う活動を通して、

友達との共通点・相違点を捉えながら、認め合える関係を作っ

ていきます。 

●児童総会（後期）・・（２/２０） 

 後期児童会による児童総会が行われました。３年生以上で活動

していますが、児童数も限られ児童会三役、学芸委員会、保体委

員会の３つの組織となっています。 

活動の範囲は限定されますが、自分たち 

がより良く学校生活を送るために、責任を 

もって自分の役割に取り組んでいます。 


